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ミッションＳＤＧｓ コード15森の豊かさも守ろう ＠西郷村 イ

令和５年度に西郷村の「赤面山を緑にする会」から「水環境活動企画提案募
集」へ御応募いただき、当課で活動をサポートさせていただきました。
令和５年９月２０日に西郷村の赤面山（旧白河高原スキー場）において植林活動

を行うとともに、堀川ダム（上流部）において「西郷くらしの会」と特定外来生
物ウチダザリガニの駆除活動を行いました。（参加者：３９名）

スキー場が廃止された赤面山の山腹は裸地が広がり、雨が降ると土砂が流れ落ちる状態となっ
ています。この活動では、土砂の流出を防ぐとともに、雨水の浸透、貯留機能を回復し、水の浄
化作用を高めるため、裸地に植林を行いました。（植林数：ヤシャブシ250本）

■Mission1 森林を回復させよ！

堀川ダム湖には、数年前から特定外来生物ウチダザリガニが繁殖し、本来の水環境が失われつ
つあります。この活動では、生態系の回復を図るとともに、水環境保全の意識を高めるため、ウ
チダザリガニの駆除を行いました。（駆除数：1,872匹）

■Mission2 外来種を駆除せよ！

植林作業参加者のみなさんと📸

ウチダザリガニ捕獲 ウチダザリガニ茹で上がり ウチダザリガニ試食会

 参加者の募集（チラシ作成、保険加入手続き含む）

 貸切バスの手配

 消耗品の購入（作業用手袋、肥料、飲料水など）

□福島県の支援

 講師の手配

 ウチダザリガニ駆除の罠設置

 罠の回収・雄雌選別作業指導

 捕獲したウチダザリガニの処分

□西郷村の支援



３歳から11歳までの子ども達を中心に、隈戸川の水生生物や水質の調査を行いました。川の中
に入り、水生生物を採集し、どんな生き物がいるのか、川の水はきれいなのか等、身近な河川が
どのような状況なのかを知ることで、自分たちが暮らす地域の河川を大切にする心を育む一助と
なるような活動となりました。

ふくしまの
水に
触れよう

夏休み 里の川体験～隈戸川の水と生き物観察～ ＠矢吹町 イ

令和５年度に矢吹町の「一般社団法人里山創生やぶき」から「水環境活動
企画提案募集」へ御応募いただき、当課で活動をサポートさせていただきました。
令和５年７月２３日に矢吹町の隈戸川において水生生物調査や水質調査を行い

ました。調査のあとは、ライフジャケットを着用して川流れ体験を行いました。
（参加者：２６名）

■川の中をのぞいてみよう、川で遊んでみよう

採集した水生生物の観察

水生生物の採集 川流れ体験

大人も夢中に！投網体験

 講師の手配

 チラシ印刷代

□福島県の支援

水生生物の採集

 参加者の募集（保険加入手続き含む）

 資材の貸出（ライフジャケットレンタル代含む）



江花川を活用した新たな地域の賑わいを創出したい ＠須賀川市
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■「江花川せせらぎ公園子どもの水辺」協議会設立検討会

令和４年度に須賀川市の「遊水会」から「水環境活動検討会企画提案募集」
へ御応募いただき、当課で先進地事例見学や協議会設立のお手伝いをさせていた
だきました。
江花川を活用した新たな地域の賑わいの創出に向けた「子どもの水辺」協議会

を設立し、令和５年度からの活動の準備が整いました。

■第１回「他団体の活動を見てみよう」

先進地事例見学として、福島市の「水辺の会わたり」及び桑折町の「桑折かわまち協議会」
案内のもと現地見学と意見交換を行いました。

水辺の会わたり 桑折かわまち協議会

阿武隈川河川敷での現地見学 ピーチリバーク１５７での現地見学

意見交換会意見交換会

■第２回「水環境活動を考えてみよう」

第１回の結果をもとに、規約と活動内容の
検討を行いました。

■第３回「今後の活動方針をつくろう」

「子どもの水辺」協議会設立総会を開催し、
活動計画や予算、規約、役員について承認さ
れ、協議会が正式に発足しました。

 参加者の保険加入手続き

 貸切バスの手配

 会場手配

 視察先との調整

 消耗品の購入（除菌シート、アルコール消毒液）

■福島県の支援



水環境を良くしていく取り組みにはどのようなことがあるか？ ＠喜多方市
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■水環境活動について考える

令和３年度に喜多方市の「生活協同組合コープあいづ環境委員会」から
「水環境活動検討会企画提案募集」へ御応募いただき、当課で水環境をまもるた
めの学習のお手伝いをさせていただきました。
身近な水環境を知ることで、地域住民が自らの生活を見直すきっかけとなるよ

うな検討会となりました。
※当初は現地での調査を予定していましたが、コロナ禍の影響により、オンラインでの勉強会のみとなりま
した。

■第１回 水環境活動を考えよう

アドバイザー：阿賀川・川の達人の会

水生生物調査や水質調査を行いたいが、自分たちだけでの活動
には限界がある、と感じていましたが、今後のためにも自分た
ちだけで活動できることが重要とのアドバイスをいただきました。

 オンラインの補助

 講師の手配

■福島県の支援

■第２回 今後の活動を検討しよう

アドバイザー：阿賀川・川の達人の会

会津地域各所にて、大人40名程度を募集して水質調査を行うイベントの開催を検討していまし
たが、今年度は次年度以降のリーダーを育成することを考えた方がよい、とのアドバイスをいた
だき、再検討することとしました。

■第３回 活動方針(水理念)と今後の活動について

アドバイザー：阿賀川・川の達人の会

○コープあいづの活動方針と今後の活動

👉活動活性化に向けての良い方針。
👉川の面白さや数値では見えない魅力を見
つけて伝えていくことも大切
👉人と川のつながりを絶やさないために、
川の魅力や不思議さを子ども達に伝えていく
ことも大切
👉自分たちの活動を広く紹介していくこと
も大切

↑2023年度環境報告書P.26抜粋

検討会後は、着実に活動が実施されており、今後も
継続的な取り組みとなるよう、応援しております。

参照：コープあいづHPより

検討会後の
状況


